
令和４年度　　１１月行事予定

1 火 学

2 水 学ハ ○

3 木 文化の日

4 金 読書 ３・６年

5 土 東京都教育の日

6 日

7 月 朝会

8 火 学 1・４年

9 水 授業④B　　 ○

10 木 安全 伊豆高原移動教室始 メグミルクオンライン４ ○

11 金 読書
伊豆高原移動教室終

読み聞かせ３・５
２・５年

12 土

13 日

14 月 朝会

15 火 学ハ
ハッスル４

がん教育６ ６年

16 水 授業④B ○

17 木 音朝 ○

18 金 読書 読み聞かせ１・４ 栄養士出前授業４ ３・４年

19 土 土曜補習⑤

20 日

21 月 朝会 クラブ⑩

22 火 学ハ ハッスル３

23 水 　 勤労感謝の日

24 木 児集 ○

25 金 読書 音楽会　児童鑑賞日

26 土
音楽会　保護者鑑賞日
土曜授業④　給食あり

27 日

28 月 振替休業日

29 火 学 校外学習５ ３・６年

30 水 学ハ ○

日 曜
朝の

活動 行　　　　　事

ハッスル５

避難訓練（煙体験）　前日健診６　音楽朝会１・２

読み聞かせ２・６　理学療法士４

薬物乱用防止教室６　消防署見学３

委員会

校外学習郵便局２

補習 SC

授業④ハッスル６　音楽朝会３・４　理学療法士４

ハッスル２  たてわり班４H　アスリート授業４

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 ○元気な子  ○考える子  ○がんばる子  ○やさしい子 

 

１１月の生活目標 すすんで仕事をしよう 

生活指導部  松下 恵 

 日直や当番、委員会活動など、子供たちは学校で様々

な仕事を分担しています。仕事自体が必要なことであ

ることはもちろん、仕事を通して、自分の仕事を最後ま

で責任をもってやり遂げ、達成感を味わうこと、自分が

誰かの役に立つ喜びを感じることは、子供たちの健全

な成長にとって、とても大切な経験です。学校でも家庭

でも、子供たちの頑張りに対して、大人が「ありがと

う」、「頑張ったね」と認め、褒めてくことで、さらに子

供たちがすすんで仕事ができるようにしていきたいで

すね。 

 

 

実りの秋、充実した後半戦へ 
校長 吉成美紀 

 

朝夕冷え込む季節となりました。日一日と日が短くなり、日

増しに秋の深まりを感じます。早いもので２学期の折り返しの

時期です。ラグビーやサッカーなど前半、後半を有するスポー

ツでは、ハーフタイムでの作戦指示がその後のゲームに大きな

影響を与えます。前半を振り返りよい点は継続し、修正点は見

直します。学校でも２学期前半の生活や学習を振り返り、改善

すべきは修正し、後半に備えていきたいと思います。 

１０月は、読書月間、早寝早起き朝ごはん月間として、さま

ざまな活動に取り組みました。ご家庭でも「家読」や毎日の健

康観察に加えての「早寝早起き朝ごはん」についての取組への

ご協力ありがとうございました。早寝早起き朝ごはんにつきま

しては、取組の様子を集計して大三小の傾向をつかみ、今後の

よりよい生活習慣への対策を考えていきたいと思っておりま

す。 

大三小では、今年度大田区教育委員会教育研究推進校校内研

究として「健康教育」に取り組んでいます。「今からこの先ずっ

と健康で暮らしていくために何が必要なのか？どうしていっ

たらいいのか？」について学年ごとにテーマを設定して学習し

ています。９月、１０月には、２年生の「元気のひみつ～わた

しのうんち～」、６年生の「健康はこの手で」、４年生の「わた

したちのホネ骨元気大作戦！」での研究授業を行いました。ど

の学年の子供たちも自分たちの健康について積極的に発言し

活動していました。１年生、３年生、５年生の授業もこの後予

定しており、１１月には、１年生の「はははのひみつ」の授業

があります。「歯」の健康にについて学習していきます。秋は

「実りの秋」「収穫の秋」とも言われます。食べ物の多くも旬を

迎え立派に実り、私たち人間はその恩恵を受け生きているので

す。「食欲の秋」おいしいものをバランスよく食べて体を作る。

「運動・スポーツの秋」体を動かし、しっかりとした体を作る。

秋こそ『健康づくり』には最適な季節です。ご家庭でも健康に

ついて考える機会をもっていただければと思います。 

１０月には、５年生が３年ぶりに開催された大田区連合音楽

会に参加してきました。「一致団結★全力連音」のスローガン

のもと学年で練習を積み重ね、当日は、美しい歌声と息の合っ

た合奏で、素晴らしい演奏となりました。どの子もやり切った

喜びと達成感でキラキラした素敵な笑顔でした。さあ、１１月

は、大三小の音楽会が開催されます。各教室から鍵盤ハーモニ

カやリコーダー、木琴や鉄琴の音が響いています。どの学年も

練習に熱が入ってきています。１１月２６日（土）の保護者鑑

賞日には是非ご参観いただき、温かい励ましの拍手を送ってい

たければと存じます。 

令和 4 年度 

 

 

１１ 月 号 

11月 1日 

大田区立大森第三小学校 

校 長  吉成 美紀 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ https:www.ota-school.ed.jp/oomoridai3-es/ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   クラブについて 

 特別活動部会 クラブ担当 神谷 優香  

クラブ活動は、望ましい人間関係を形成し、個性の伸長を図

り、協力してよりよいクラブづくりに参画しようとする自主

的・実践的な態度を育てることを目的に行っています 

今年度は、卓球、球技、バスケットボール、陸上、金管バン

ド、ダンス、工作、手芸、マンガ・ノベル、タブレット、室内

ゲームの全１１クラブで活動しています。   

クラブ活動では、異学年交流を楽しむ姿も見られます。各ク

ラブの活動の様子を、学校のホームページに載せていきます。

ぜひご覧ください。             

 

音楽会について 

音楽専科 酒井 航 

「奏でよう 心に残る ハーモニー」 

 音楽会は、協力して一つのものを創り上げる楽しさを学ぶこ

とや、鑑賞の中で表現のよさを認め合う態度を育てることをね

らいとしています。 

それぞれの学年のよさが出せるような曲を選曲し、練習に取

り組んでいます。合奏の完成に向かって教え合いをしたり、一

生懸命声を出すことで合唱全体に貢献したりと、音楽を創る過

程の中で協力し合い高めあう姿が見られます。 

１１月に入ると体育館練習も始まり、いよいよ練習もラスト

スパートを迎えます。１１月２５日（金）が児童鑑賞日、２６

日（土）は保護者鑑賞日となります。練習の成果をぜひともご

覧いただけましたら幸いです。 

委員会について 

特別活動部会 委員会担当 加藤 雅子 

委員会活動は、自分たちの学校生活を向上・発展させるた

めに、役割を分担して活動に取り組みます。 

 

 

 

 

委員会では子供たちの意見を生かし、創意工夫をした活動

を行っています。担当教員は、子供たちの役割意識を高め、問

題を解決する力がつくように、なるべく子供たち同士で話し

合い、判断して活動できるように指導・支援を行っています。 

委員会活動は、大三小の学校生活を支えています。学校のた

めに仕事をする高学年の姿は、下学年の子供たちのよい手本

にもなっています。これからも、それぞれの委員会で活動の充

実を図ってまいります。 

 

 
 
 

（５年生） 
 

最初は面倒くさいと思っていたけれど、みんなと練習

を重ねるうちにだんだんできるようになってきて、楽し

いと思うようになりました。真剣に練習に取り組んだ

ら、本番はミスをしないで演奏できました。大勢の人に

拍手をしてもらえて、とてもうれしかったです。 

 
 

私は、夏休みから約３か月間、毎日伴奏の練習をしま

した。難しくてつまずくときもあったけれど、最後まで

あきらめずに努力を続け、少しずつ自分に自信をつけて

いきました。本番では、チームみんなの最高な歌声に合

わせて伴奏することができ、本当にうれしかったです。  

この連合音楽会を通して、あきらめない心と一人一人

が目標に向かって全力で取り組むことの大切さを知る

ことができました。   
 
 合奏曲で、ぼくが担当した楽器は大太鼓です。合奏
のリズムを作る楽器なので、その責任の大きさを強く
感じていました。本番まで、友達と一緒にたくさん練
習しました。うまくいかなかったことも多かったけれ
ど、「うまくいかないこと」に対して努力し続けるこ
とを、今後の学校生活に生かしていきたいです。 

 
  
 練習を始めたころは大きな不安がありましたが、練
習が進むにつれて、その不安は小さくなっていきまし
た。反対に、自分がこんなにできるようになったん
だ、と感じるようになってきました。自分がどれだけ
頑張ったのかが分かるようになったことは、とてもう
れしかったです。連合音楽会の練習のように、何かに
精一杯取り組むことを、今後に生かしていきたいで
す。           
   
 リコーダーと木琴の２つを練習するのは想像以上に
大変で難しかったです。何度もあきらめたくなりまし
た。しかし、友達に教えてもらったり家で練習したり
する中でだんだんとできるようになりました。本番で
は、今までの練習の成果を出せて、自分の中で一番い
い演奏ができました。「あきらめない」を大切に、こ
れからの生活を過ごしていきたいです。 
            
 

私は、練習を面倒に思ってしまうことがあります
が、音楽の練習のおかげで努力することが好きになり
ました。本番の日が近づくと、自信がなくなったり、
不安になったりしました。でも、あきらめずに頑張っ
たおかげで、本番は上手にできました。これからも、
何かを頑張る時には、すぐにあきらめず、最後まで続
ける、ということを意識して過ごしていきたいです。          
 
♪♫     ♫ ♬ 
 
 
 
 
 

 

【令和４年度 委員会】  代表委員会・保健委員会 

放送委員会・図書委員会・運動委員会・集会委員会 

給食委員会・学校園委員会・掲示委員会 


